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論　　文　　の　　要　　旨
　この論文の目的は，大気循環の変動とスリランカの降水量変動との関係を調べ，特に赤道太平
洋部における東西循環とスリランカの季節別の降水量の変動との対応を明らかにするところにあ
る。
　東西循環は南方振動とも呼ばれる。その強さの指標（So砒hem　Osci11ation　Index，SO亙）と，ス
リランカの降水量との関係は，次の通りである。11～1月のSOIと第1季節風中聞季（3～4
月）の降水量とは正の相関がある。5～9月の南西季節風季の降水量は同期間のSOIと正の相
関がある。第2季節風申間季（10～1ユ月）の降水量は同期問のSOIと負の相関がある。12－2
月の北東季節風季の降水量も同期間のS○五と負の相関がある。
　次に，上記のようにスリランカの降水量は季節的にSOIに依存しているので，季節別降水量
の長期変動の周期は，南方振動の卓越周期と類似している。約5年，3～4年，および準2年の
降水量の周期がみられる。
　アラビア海の海面温度は，南西季節風季におけるアラビア海上で分岐した卓越風の風速と高い
相関があり，スリランカにおける南西季節風による降水を制御している。つまり，海面温度と降
水量は正の関係にあるが，その前兆は11～12月に負から正への変化として現われている。
　コロンボにおける風の変動は，中緯度の大気循環の変化と対応しているが，中規模。大規模な
エルニーニョ～南方振動の明瞭な前兆現象となっている。特に，強い偏西風の偏差が上空（200
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㎜b面）で卓越し，強い偏東風の偏差が3月の下層（700皿b面）で卓越するときに，エルニーニョ
～南方振動が発生する。南西季節風の開始の条件あるいは終了の条件にかかわる循環場に対して
は，上層風と下層風の偏差が大きな影響を与えている。
審　　査　　の　　要　　旨
　この研究は，研究方法において、次の通りの特色がある。先ず統計的に，長年（110年）の降
水量のデータを使用し，各地点の年々変動様式の差によって，等質地域の区分をし，等質地域平
均の変動様式をとらえた。次に，南西季節風；北東季節風，およびそれらの中間季におけるそれ
ぞれの降水量の年々変動の原因となる大気循環を分析し，上述のような相関関係を見出した。特
に，同時相関ばかりでなく，おくれ相関についても検討し，大気循環に影響を及ぼす海面温度の
影響ついても解析した。
　このような系統だった解析の方法によって，スリランカの降水量の長期変動の特徴を明らかに
した研究はこの分野において最初のものである。
　さらに，得られた結果は新しい知見が多い。現在，世界の学界で重要課題とされているエルニー
ニョ～南方振動との関連は特に注目に値しよう。南アジアの降水量変動との関係は初めて明らか
にされたものであり，また，海面温度と南アジアの大気循環との関係も新しい成果である。
　以上をまとめると，系統だった研究方法と，新しい知見の内容とによって，学界に新しい成果
をもたらしたものと認められ，高い評価を与えてよいと判断される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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